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摘のとおり、生かし育てる視点から市民、

地域、企業などと協働して緑地の保全とと

もに有効活用を図り、自然と都市が調和し

たコンパクトで暮らしやすい持続可能な都

市環境づくりに取り組む」と回答。 

その後、住宅都市局みどり整備課が令和

元年度の事業として、今年１月から老朽化

の激しい展望台につながる園路や遊歩道の

長丘東口（長丘コーポ横）の改修工事を進

めています。 

 

    

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域の皆さんから要望されていた

南区桧原４丁目の西鉄コットンヒ

ルズ区域北側境界地の ①側溝整

備、②擁壁設置、③新しい歩道の

設置、④歩道の手すり設置のすべ

てが先ごろ完了しました (写真左) 
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  福岡市議会議員 

【公明党】南区 松野 隆 NEWS 

 

令和２年３月 

第５号 

市民相談から 

鴻巣山 特別緑地保全地区で 

展望台や遊歩道入り口の改修工事進む 

 福岡市南区長丘と中央区小笹の境に位置

する鴻巣山は標高１００メートルの緑豊か

な都心に近い山で、福岡市の特別緑地保全

地区にも指定され、市民の憩いの場として

も親しまれています。 

 同地区では昭和５６年までに遊歩道や展

望台などが整備された後、平成７年から同

１１年にかけて遊歩道と展望台の再整備が

行われたものの、その後はあまり手が入れ

られていませんでした。 

 このため、松野隆議員は平成３０年６月

議会で、鴻巣山の自然環境や歴史的価値を

紹介しながら「より多くの市民が市内の眺

望や歴史的遺産に親しむハイキングコース

として再整備、活用すべき」と提案してい

ました。 

 これに対し、高島市長も「松野議員の指 

 
改修工事が進む展望台付近（写真上） 



▲荒瀬副市長(中央左)に申入れ書を手渡す市議団 

「真水(まみ)ちゃん」と「しおっぴー」 

 

  

  

 

 

 

  

 

松野議員、 

水道企業団議会でも活躍 

水道事業には、大きくわけて二つの役割

があります。 

ひとつは、各家庭に安全で美味しい水道

水を供給する給水事業と、もうひとつは、

その水道水の原水を確保するため、水源開

発などを行う水道用水供給事業です。福岡

市や福岡都市圏は、古くから干ばつによる

水不足を経験してきました。現在、都市圏

水道用水の 7 割を筑後川水系に頼ってお

り、気候に左右されない市民生活のための

水道水確保は不可欠です。 

そこで、海水淡水化施設や五ケ山ダム建

設など、複数の独自水源を確保し、水道用 

水を供給する事業を 6 市 6 町 2 事務組合

からなる広域（水道）企業団「福岡地区水

道企業団」を構成し、費用の応分負担やス

ケールメリット化を図っております。 

松野議員は、広域行政を審査する福岡地

区水道企業団議会にも所属。去る 2 月 3，

4 日に新年度予算議会が開催され、令和 2

年度予算が可決成立しました。 

 

議会活動 

松野たかしホームページ：https://www.komei.or.jp/km/matsuno/   E-mail：matsuno@komei-fukuokacity.net 

議会活動 

 

「新型コロナウィルス対策」 

に関する緊急申入れ 

  
 福岡市在住の日本人２人が新型コロナウ

ィルスに感染したことを受け、松野隆議員

ら公明党福岡市議団は、去る 2 月 21 日、

荒瀬副市長と会い、新型コロナウィルス対

策に関する緊急申入れ」を行いました。 

 

席上、感染経路が明確でないため、 

① 保健所など医療機関の相談体制の強化 

② 重症化が想定される高齢者や障がい者

の施設でのまん延防止対策 

③ 病床確保など医療体制整備 

④ イベントでの感染防止対策 

——など９項目の対策に力を入れるよう要

望しました。 

これに対し、荒瀬副市長からは、「全力

で対処していきます」との回答が寄せられ

ました。 

 

海の中道奈多海水淡水化センターのキャラクター 


